
　
公
益
財
団
法
人
黒
田
緑
化
事

業
団
（
黒
田
耕
司
理
事
長
）
は
、

５
月
14
日
午
前
11
時
よ
り
、
大

阪
市
北
区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
で
評
議
員
会
及
び
理
事

会
を
開
催
し
、
令
和
６
年
度
植

樹
事
業
と
し
て
約
５
億
円
の
緑

化
事
業
を
発
表
し
た
。

　
冒
頭
、
黒
田
理
事
長
は
「
昨

年
設
立
50
周
年
を
迎
え
、
今
年

は
51
年
目
と
な
る
。
今
年
か

ら
来
年
に
か
け
て
は
う
め
き

た
（
大
阪
駅
北
地
区
）
２
期
開

発
事
業
と
大
阪
・
関
西
万
博
の

２
大
事
業
の
進
行
に
よ
り
、
予

算
規
模
も
拡
大
し
て
お
り
、
今

年
と
来
年
に
か
け
て
総
額
約
５

億
円
を
拠
出
す
る
。
う
め
き
た

に
は
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
木
の
銀

杏
を
約
１
０
０
本
や
大
木
を
植

栽
す
る
。
万
博
で
は
樹
木
を
配

し
た
広
場
（
静
け
さ
の
森
）
を

作
り
、
こ
れ
に
つ
な
が
る
よ
う

テ
ー
マ
館
が
配
置
さ
れ
る
が
、

現
在
、
森
と
し
て
の
形
が
整
い

つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は

コ
ク
ヨ
の
株
式
配
当
金
で
活
動

し
て
お
り
、
コ
ク
ヨ
の
業
績
も

順
調
に
伸
長
し
て
お
り
、
そ
の

恩
恵
に
授
か
り
感
謝
し
て
い

る
。
今
年
、
来
年
と
夢
い
っ
ぱ

い
で
、
皆
さ
ん
に
は
今
後
と
も

財
団
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
」
と
挨
拶
。

　
こ
の
後
、
黒
田
理
事
長
が
議

長
に
就
い
て
議
案
審
議
に
移
っ

た
。

　
評
議
委
員
会
で
は
、
池
田
善

晴
事
務
局
長
が
令
和
５
年
度
の

事
業
及
び
決
算
報
告
、
令
和
６

年
度
の
事
業
計
画
及
び
そ
れ
に

伴
う
収
支
予
算
案
を
上
程
し

て
、原
案
通
り
承
認
可
決
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
令
和
５
年
度
の

事
業
で
は
、
う
め
き
た
及
び
万

博
へ
の
植
樹
は
じ
め
、大
阪
府
、

市
の
関
連
施
設
へ
の
植
樹
事
業

32
件
、約
３
億
１
７
０
０
万
円
、

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
で
は

引
き
続
き
う
め
き
た
、
万
博
へ

の
植
樹
を
中
心
に
26
件
、
約
５

億
円
の
予
算
を
計
上
。こ
の
後
、

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
及
び
評

議
員
、監
事
の
選
任
を
決
め
た
。

　
最
後
に
コ
ク
ヨ
・
黒
田
章
裕

会
長
は
「
大
阪
の
緑
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
は
日
本
の
社
会
性

を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。
弊
社
社
長
は
じ
め
社
員
ひ

と
り
一
人
が
お
客
様
、
社
会
の

た
め
に
、
と
い
う
気
持
ち
で
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
経
済
循
環
の
中
で
コ
ク
ヨ

の
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
ご
愛
顧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
。
引
き
読

き
、
財
団
の
成
長
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
、
事
業
継

続
の
両
輪
と
な
る
変
化
対
応
の

事
例
を
織
り
交
ぜ
て
閉
会
挨
拶

し
た
。

　
全
日
本
紙
製
品
工
業
組
合

（
黒
田
章
裕
理
事
長
）
の
第
60

回
通
常
総
会
は
、
５
月
20
日
午

後
１
時
30
分
よ
り
東
京
・
浅
草

橋
の
共
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開

催
、
上
程
諸
議
案
を
原
案
通
り

承
認
可
決
し
た
。

　
当
日
は
、
富
田
浩
崇
理
事
の

司
会
で
進
め
、
ま
ず
黒
田
理
事

長
は
「
先
ず
も
っ
て
会
員
各
位

の
不
断
の
経
営
努
力
に
敬
意
を

表
す
る
。
我
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
は

基
幹
産
業
で
は
な
い
が
、
日
本

の
産
業
に
お
い
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
変
化
の
激

し
い
時
代
に
、
顧
客
や
市
場
が

求
め
る
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
続
け
る
た
め
に

は
、
事
業
変
革
を

推
進
す
る
様
々
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
決

断
が
必
要
。
先
の

読
め
な
い
厳
し
い

環
境
だ
が
、
会
員

企
業
の
事
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
変

化
を
遂
げ
て
い
き

た
い
。
弊
社
は
13

年
前
に
イ
ン
ド
へ

進
出
し
た
。
そ
れ

以
前
に
も
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ

イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
な
ど
ア

ジ
ア
へ
進
出
を
果
た
し
て
い
る

が
、
昨
今
の
円
安
効
果
も
あ
り

海
外
出
先
企
業
が
評
価
さ
れ
、

本
社
の
評
価
に
も
貢
献
す
る
ま

で
に
な
っ
た
。
弊
社
に
お
け
る

海
外
進
出
は
、
現
地
・
現
場
の

特
性
や
変
化
に
合
わ
せ
た
小
さ

な
か
か
わ
り
か
ら
は
じ
ま
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
で
は

最
初
に
ご
縁
が
あ
っ
た
の
は
描

画
材
の
会
社
で
、
弊
社
で
は
描

画
材
の
取
り
扱
い
は
な
か
っ
た

が
、
学
童
の
流
通
に
乗
せ
る
た

め
に
材
料
を
集
め
る
、
外
注
先

を
つ
く
る
な
ど
、
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
つ
く
る
こ
と
か
ら

始
め
、
よ
う
や
く
収
益
を
上
げ

る
ま
で
に
な
っ
た
。
海
外
進
出

は
目
の
前
に
肥
沃
な
道
が
あ
っ

て
、
さ
あ
行
く
ぞ
、
と
い
う
も

の
で
は
な
い
。
諸
外
国
は
日
本

の
未
来
や
我
々
の
事
業
を
ど
う

見
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と

か
ら
は
じ
め
、
進
出
先
の
国
や

地
域
に
教
え
を
乞
い
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
。
企
業
に
と
っ
て
事
業
の
領

域
拡
大
は
不
可
欠
で
、
国
内
は

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
影

響
で
市
場
が
縮
小
し
て
い
る
中

で
、
自
社
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
は
僅
々
の
課
題
で
あ
り
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
研
究
を

進
め
た
い
」
と
所
信
を
交
え
て

挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
、
経
済
産
業
省
製
造

産
業
局
素
材
産
業
課
の
担
当
官

か
ら
の
来
賓
挨
拶
の
あ
と
、
司

会
者
よ
り
組
合
員
数
52
人
中
、

出
席
45
人
（
本
人
出
席
24
人
、

委
任
状
出
席
21
人
）
で
総
会
成

立
を
宣
言
、
黒
田
理
事
長
が
議

長
に
就
い
て
審
議
に
移
っ
た
。

　
第
１
号
議
案
の
令
和
５
年
度

の
事
業
報
告
を
事
務
局
の
早
水

利
之
専
務
理
事
が
行
い
、
昨
年

９
月
17
日
か
ら
６
泊
８
日
の
日

程
で
行
っ
た
組
合
創
立
60
周
年

記
念
事
業
の
「
欧
州
文
具
紙
製

品
業
界
視
察
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」

開
催
概
要
を
報
告
し
た
ほ
か
、

Ｄ
Ｘ
研
修
事
業
や
Ｉ
Ｔ
パ
ス

ポ
ー
ト
試
験
勉
強
会
の
開
催
、

能
登
半
島
地
震
へ
の
義
援
金
と

し
て
１
０
０
万
円
の
寄
付
、
各

委
員
会
活
動
な
ど
を
報
告
。
こ

の
う
ち
、
Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会
の

活
動
で
は
、
全
国
中
小
企
業
団

体
中
央
会
の
「
課
題
対
応
支
援

事
業
」
を
活
用
し
、「
Ｄ
Ｘ
推

進
の
た
め
の
理
解
と
取
り
組

み
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
事
業
を

実
施
。
結
果
は
２
月
に
「
中
小

企
業
組
合
等
課
題
対
応
支
援
事

業
　
Ｄ
Ｘ
研
修
セ
ミ
ナ
ー
実
施

報
告
書
」
に
ま
と
め
て
組
合
員

へ
配
布
し
た
。

　
ま
た
、
組
合
員
状
況
と
し
て

三
協
荷
材
株
式
会
社
、
株
式
会

社
藤
井
紙
工
所
の
２
社
の
加
入

と
オ
キ
ナ
株
式
会
社
の
退
会
を

報
告
。

　
こ
れ
ら
事
業
に
伴
う
第
２
号

議
案
の
決
算
報
告
を
堀
口
達
夫

常
任
理
事
、
剰
余
金
処
分
案
及

び
監
査
報
告
を
角
坂
靖
夫
監
事

が
行
い
、原
案
通
リ
承
認
し
た
。

　
第
３
号
議
案
の
令
和
６
年
度

事
業
計
画
案
は
、
早
水
専
務
理

事
が
①
各
種
会
議
、
研
究
会
、

講
習
会
の
開
催
②
官
公
庁
と
の

折
衝
③
業
界
の
改
善
向
上
、
組

合
員
企
業
の
発
展
に
資
す
る
活

動
、
調
査
研
究
④
情
報
・
資
料

の
収
集
と
提
供
⑤
現
行
の
中
小

企
業
施
策
に
つ
い
て
、
組
合
員

へ
の
周
知
と
活
用
支
援
⑥
中
小

企
業
Ｐ
Ｌ
保
険
制
度
、
業
務
災

害
補
償
保
険
制
度
等
の
周
知
と

普
及
⑦
関
連
団
体
と
の
連
携
強

化
⑧
組
合
活
性
化
委
員
会
の
積

極
活
動
⑨
11
月
７
日
に
東
京
・

帝
国
ホ
テ
ル
で
創
立
60
周
年
記

念
祝
賀
会
開
催
⑩
Ｄ
Ｘ
推
進
委

員
会
に
よ
る
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
環
境
の

構
築
⑪
賦
課
金
規
定
の
見
直
し

⑫
そ
の
他
な
ど
、
組
合
設
立
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
事
業
…
12
項
目
を
掲
げ
た
。

　
こ
の
う
ち
⑦
の
関
連
団
体
と

の
連
携
強
化
で
は
、
文
具
紙
製

品
の
友
好
団
体
と
の
交
流
は
じ

め
、
日
本
製
紙
連
合
会
主
催
の

バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
（
２

月
）
へ
の
協
賛
や
日
本
封
筒

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
（
７
月

５
日
）
に
協
力
支
援
、
竹
馬
大

学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科

「
製
紙
専
攻
部
門
」
よ
り
「
紙
」

に
関
す
る
指
導
を
受
け
る
。

　
こ
れ
ら
事
業
遂
行
に
伴
う
第

４
号
議
案
の
収
支
予
算
案
は
、

堀
口
常
任
理
事
が
２
５
９
０
万

円
円
を
計
上
、
第
５
号
議
案
の

借
入
金
最
高
限
度
額
決
定
の
件

と
し
て
５
０
０
０
万
円
を
提
案

し
て
そ
れ
ぞ
れ
承
認
可
決
し

た
。

　
最
後
に
山
口
一
郎
副
理
事
長

の
閉
会
挨
拶
で
閉
じ
た
。

全 紙 工

11
月
７
日
に
60
周
年
祝
賀
会

賦
課
金
規
定
を
見
直
し

挨
拶
す
る
黒
田
章
裕
理
事
長

上程諸議案を審議する全紙工総会

挨
拶
す
る
黒
田
耕
司
理
事
長

黒
田
緑
化
事
業
団
の
評
議
員
会

黒田緑化事業団

今
年
度
は
５
億
円
拠　
出

万
博
、う
め
き
た
中
心
に
植
樹


